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１．改定にあたって 

（１）位置づけ                         

香美町人口ビジョンは、本町における人口の現状と将来の変化を分析し、人口に関する町民の認

識を共有し、今後めざすべき将来の方向と人口の将来展望を示すものです。 

この人口ビジョンは、人口減少が地域の将来に与える影響の分析・考察、そしてめざすべき将来

の方向性を提示することにより、「香美町総合計画」及び「香美町総合戦略」において効果的な施策

を検討、立案する上で、重要な基礎として位置付けられるものです。 

 

2008（H20）年に始まった日本の人口減少は、今後加速度的に進み、経済規模の縮小や社会保障費

の増加、コミュニティの弱体化等地域社会に大きな影響を及ぼす恐れが強いことから、国は 2014

（H26）年 12月に国と地方が総力をあげて地方創生・人口減少克服に取り組むため、「まち・ひと・

しごと創生長期ビジョン（人口ビジョン）」及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しまし

た。本町においてもこれを受け、長年にわたって人口減少傾向が続き、さらに急減する時代を迎え

ることから、2015（H27）年 10月に「香美町人口ビジョン」を策定しました。 

 その後 4年余りが経過し、国においては、第 2期における「人口ビジョン」及び「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」の策定を進めています。本町でも「香美町総合戦略」の計画期間が令和元年

度末をもって満了となることから、令和 2年度以降の更なる地域活性化の展開に向けて次期 6カ年

の香美町総合戦略の策定に向け、近年の人口動態や人口減少を踏まえ、「香美町人口ビジョン」の

改定を行います。 

 

（２）改定内容                          

 2018(H30)年 3月に、国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）から「日本の地

域別将来推計人口」が公表されました。この推計は、2015（H27）年の国勢調査を基に、2015（H27）

年 10月 1日から 2045（R27）年までの 30年間（5年毎）の男女年齢（5歳）階級別の将来人口とな

っています。 

 この「日本の地域別将来推計人口」及び直近の国勢調査結果を反映した形での本町の人口分析の

修正及び人口の変化が将来に与える影響の分析と考察を行い、香美町人口ビジョン（第 2版）を策

定します。なお、香美町人口ビジョンの対象とする期間は、2065年（R47）までとします。 

 

（３）国の長期ビジョン                      

①長期ビジョンの趣旨 

 国の長期ビジョンの趣旨は、人口減少に歯止めをかけ、2060年に 1億人程度の人口を維持するこ

とをめざし、その目標を達成するために、日本の人口動向を分析し、将来の展望を示すものです。 
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②人口の現状と将来展望 

 日本全体としては、2008（H20）年をピークとして人口減少時代に突入し、今後さらに人口が減少

し続けると推計されています。その傾向は地域によって異なり、東京圏や大都市圏よりも地方にお

いて本格的な人口減少に直面している市町村が多くなっています。 

 一方では、地方から東京への人口流入が続いており、特に若い世代が、過密で出生率が極めて低

い東京圏に流入することで、日本全体として少子化に拍車がかかっています。 

 人の流れを東京圏から地方に変えることにより、出生率の改善につながり、その対応が早いほど

その効果は大きいことから、人口減少に歯止めをかけることに効果があります。 

 

③めざすべき将来の方向と基本戦略 

 基本方向は、将来にわたって活力ある日本社会を維持することであり、そのためには地方への移

住や結婚・出産・子育ての希望を実現することです。 

 基本方向に沿って取り組むべき「政策目標」については、以下のように考えられます。 

・人口減少克服・地方創生に正面から取り組むとともに、地域の特性に即した対応や制度全般の見

直しを進めていく必要があります。 

・以下の中期的な政策目標を提示しています。 

 ア．「東京一極集中」の是正 

 イ．若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現 

 ウ．地域の特性に即した地域課題の解決 

 そのため、国民的議論を喚起し、人口減少は国家の根本に関する問題であるとの基本認識を共有

し、中長期的な目標を掲げ、継続的に取り組むことが求められます。 

 また、地域住民の参加も得る形で、地方の発意と自主的な取組を基本とし、国がそれを様々な面

で支援していきます。 

  

■我が国の人口の推移と長期的な見通

しし 
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２．人口の動き 

（１）人口と世帯数の動向                    

 香美町の人口は、長年減少を続けており、特に 2000（H12）年以降の減少が著しくなっています。

世帯数についても 1975年（S50）をピークに横ばいから減少傾向にあります。2015（H27）年の人口

は 18,070人となり、2010（H22）年から 5年間で 1,626人減少しています。 

 

■人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

（２）年齢別人口                          

年齢 3区分別では生産年齢人口と年少人口の減少が著しく、老齢人口割合は、1995（H7）年か

ら 20年間で 13.7％も上昇しており、年齢別では、若者の転出により「20～24歳」が少なく、ま

た、子どもについても年齢が低いほど人数が少なくなっています。 

「5～14歳」の子どもの 20年後の定着率は低下傾向がみられ、1995（H7）年の「5～14歳」と

20年後の 2015（H27）年の「25～34歳」を比べた定着率は 4割強となっています。 

資料：国勢調査 
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■年齢 3区分別人口と割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢別人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 資料：住民基本台帳 
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■5歳階級別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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■子ども（5～14歳）の 20年後の定着率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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（３）人口動態                          

人口の増減は、出生と死亡の差による自然動態と転入と転出の差による社会動態によります。 

香美町の特徴的な傾向としては、1991（H3）年に死亡が出生を上回る自然減となり、以降その動

きが進み、同時に、一貫して転出が転入を上回る社会減が続いています。なお、近年は、死亡が転

入を上回って、ますます人口減少が進んでおります。 

 

 

■自然動態・社会動態の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

①自然動態 

 若い世代の減少に伴い出生は次第に減少し、一方、高齢化に伴い死亡は増加して、自然減が進ん

でいます。 

 1985（S60）年には 2.35 であった合計特殊出生率（一人の女性が一生に産む子どもの数）は、2005

（H17）年には 1.72に落ち込んだものの、2010（H22）年には 1.84に回復しました。その後、2015

（H27）年はやや減少し 1.82となっています。 

 全国的にみると高い水準を維持していますが、近年、全国や兵庫県の合計特殊出生率が回復して

いる一方で、本町では減少しています。 
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■出生数、死亡数、自然増減の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■合計特殊出生率の推移（1985～2015） 
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■合計特殊出生率の推移（2004年以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②社会動態 

 転入・転出ともに縮小しながら、転出が転入を上回る転出超過が続いています。転出超過の数そ

のものは、必ずしも増加しているわけではありませんが、人口が減少する中、人口に対する割合で

は大きくなっています。転入・転出人口の年齢別の状況をみると、「15～19歳」「20～24歳」「25～

29 歳」の転出超過が著しく、2018（H30）年には「30～34 歳」も転出数が大きく増加しています。

一方、転入超過は、わずかな世代に限られています。 

 近隣都市との転出入では、豊岡市との関係が一番大きく、転出超過が著しくなっています。他府

県との関係では、大阪府への転出超過が著しくなっています。 

 

■転入数、転出数、社会増減の推移 
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資料：国勢調査 
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■年齢 5歳階級別人口移動の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■兵庫県下の各市への人口移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57
49

16

36

15
8 6

11
3 6

10 7 4 3 3 5

21 25

-91
-86

-30
-34

-20
-25

-15

-5 -7 -8
-13 -13

-6
-12

-8

-21
-28 -31

-120

-100

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

80

100

120

2013

年

2018

年

2013

年

2018

年

2013

年

2018

年

2013

年

2018

年

2013

年

2018

年

2013

年

2018

年

2013

年

2018

年

2013

年

2018

年

2013

年

2018

年

豊岡市 神戸市 養父市 新温泉町 姫路市 朝来市 明石市 西宮市 その他

転入

転出

０～４歳, 12

０～４歳, -4

５～９歳, 1

５～９歳, 4

10～14歳, -1

10～14歳, 3

15～19歳, -27 15～19歳, -23

20～24歳, -91

20～24歳, -79

25～29歳, -26

25～29歳, -25

30～34歳, -3
30～34歳, -18

35～39歳, -8 35～39歳, -6

40～44歳, 4

40～44歳, -3

45～49歳, 3

45～49歳, -6
50～54歳, -4

50～54歳, 1

55～59歳, 12

55～59歳, 6

60～64歳, -9

60～64歳, 9

65～69歳, -3
65～69歳, -1

70～74歳, -4

70～74歳, 1

75～79歳, -4

75～79歳, -4

80～84歳, -2

80～84歳, -8

85～89歳, -9 85～89歳, -14

90歳以上, -3 90歳以上, -5
-200

-150

-100

-50

0

50

2013年 2018年

90歳以上

85～89歳

80～84歳

75～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

５～９歳

０～４歳
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■他府県への人口移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■三大都市圏への人口移動 
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■人口移動図  
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■年齢 5歳階級別の人口移動 
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■年齢 5歳階級別の転入元（15～19歳、20～24歳、25～29歳、30～34歳、35～39歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢 5歳階級別の転出先（15～19歳、20～24歳、25～29歳、30～34歳、35～39歳） 
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（４）人口の動きについてのまとめ                 

 香美町の人口の動きからみた特徴をまとめると、以下のとおりです。これらを踏まえて、人口の

将来展望を検討することになります。 

 

①人口減少の加速化 

 長期的に続いている人口減少は、転入より転出が多い転出超過の拡大と、若い世代の減少に伴う

出生数の減少及び高齢化に伴う死亡数の増加によって、加速化する状況にあります。転出超過をく

いとめると共に若い世代の移住を促す施策が求められます。 

 

②若い世代の転出 

 15～29 歳の若い世代の転出超過が長期的に続いており、人口減少の大きな要因になっていると

ともに、年齢構成のアンバランスが、さらに拡大しています。 

 

③高齢者の厚い層 

 団塊の世代より上の高齢者の層が厚く、今後一定期間は高齢化率の上昇が続き、後期高齢者の割

合もさらに上昇することが予測されます。 

 

④合計特殊出生率の高さ 

 子どもを産む中心的な年代である 20～39 歳の若い世代は転入より転出が多いものの、合計特殊

出生率は、近隣市町と比べても高く推移しています。しかし、近年は本町の合計特殊出生率はやや

減少していることから、一層の子育てにやさしいまちをめざすことが求められます。 

 

⑤近隣市町・近隣府県への転出超過 

 転出超過は、近隣市町、特に豊岡市、大阪府との関係で最も多くみられ、若い世代の求める雇用

の場や時代にあった地域をつくる総合的な施策が求められます。 
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（５）人口の変化が町の将来に与える影響              

 今後、人口減少が加速することに伴って、香美町の地域社会にどのような影響が予測されるかが

問われますが、ここでは、香美町人口ビジョン・総合戦略を検討する過程で出された意見及び既に

提示されている国や兵庫県の人口ビジョンをもとに整理すると以下のとおりとなります。 

 

①住民生活について 

ア．子育て世帯の孤立化が進む。 

イ．医療・介護需要が増大し、多様化する。 

ウ．人口減等により消費減になり、商店、企業など民間施設が減少する。 

エ．地域の伝統や文化が失われる。 

オ．スポーツ・文化・娯楽等余暇を楽しむ機会が減少する。 

カ．空教室が増え、学校の存続が危ぶまれるようになる。 

キ．高齢者・単身者など、住宅のニーズが多様化する。 

 

②経済・雇用について 

ア．労働人口の減少等により地域産業が衰退する。 

イ．農業・水産業をはじめ、中小企業等の後継者不足が進む。 

ウ．農家の高齢化や廃業が進む。 

エ．漁業者の高齢化や廃業が進み、漁船が減少する。 

 

③地域づくりについて 

ア．地域を支える担い手が高齢化し、地域活力が低下する。  

イ．ボランティアの人材が不足するようになる。 

ウ．空地・空き家が増加する。 

エ．担い手の減少により農地・森林の荒廃が進む。 

オ．インフラの需要が変化し、老朽化が進む。 

 

④行政サービスについて 

ア．税収減になり、行政サービスの低下が危惧される。 
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３．将来推計人口 

（１）国立社会保障・人口問題研究所による将来推計人口       

①推計の方法 

社人研は、下記の前提条件をもとに、2015（H27）年を基準年として、5年ごとに 2045（R27）年ま

でを推計していることから、同じ条件で 2065（R47）年まで延伸しています。 

 

②前提条件 

出生 ・2015 年の全国の子ども女性比と町の子ども女性比との比が概ね維持されるもの

として 2020年以降に仮定 

・合計特殊出生率を 1.706～1.767の間で推移すると仮定 

死亡 ・64歳以下は全国と県の生残率の比（2010年→2015 年）から算出 

・65歳以上は県と町の生残率の比（2005年→2010 年）から算出 

社会増減 
 

・2010 年～2015年の国勢調査に基づく移動率が、2040年以降継続すると仮定 

※2010年～2015年の純移動率＝転入－転出（5年間）／2010年総人口 

 

③推計値 

「2015（H27）年 18,070人」を基準として、2045（R27）年には 9,076人、2065（R47）年には 4,833

人となり、大幅に減少すると推計しています。 

 なお、社人研による 2045（R27）年の推計人口は、人口ビジョン（第 1版）で掲げていた 2045年

の目標人口（10,388人）よりも 1,312人も少ない結果となっており、人口ビジョン（第 1版）で掲

げた目標達成は困難な状況を示しています。 

（２）国の指導によるシミュレーション               

①前提条件 

前記社人研の推計を基に、下記の前提条件を加えて推計することになっています。 

ア．合計特殊出生率は、2030（R12）年までに 2.07（人口置き換え水準）まで上昇し、以降 2.07

で一定すると仮定 

  イ．前記アに加え、純移動率がゼロで推移すると仮定 

 

②推計値（移住世帯の加算なし） 

ア．2045年には 9,351人、2065年には 5,152人となります。 

  【シミュレーション１参照】 

  イ．2045年には 13,191 人、2065年には 11,392人となります。 

 【シミュレーション２参照】 

ウ．純移動率の影響が極めて大きいことが窺えます。 
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（３）町の将来人口推計の検討                   

①人口の状況 

香美町の人口は、2019（R1）年 9月 1日現在 17,453人（住民基本台帳人口）、世帯数は 6,532世

帯で、長期的に減少を続けており、特に近年減少が著しくなっています。 

（※改定前の人口ビジョンでは 2015（H27）年に 18,252人と推計していましたが、国勢調査（2015.10）

では 18,070人となっており、既に 182人減少している結果となりました。） 

 

②前提条件 

ア．合計特殊出生率 

1）改定前の人口ビジョンでは、2015（H27）年で 1.89と仮定していましたが、国勢調査の結果

は 1.82となっており、乖離が生じていています。 

そのため、今回は改めて仮定値を設定し直すこととします。 

2）今回の社人研の推計では、2020（R2）年には 1.724、2045（R27）年には 1.726 となり、そ

の後、一定と設定していますが、町は既に 2015（H27）年に 1.82 に達していることを踏まえ

ると、将来の合計特殊出生率を町独自に設定する必要があります。 

3）国の長期ビジョンより、国においては人口 1億人を維持する前提で、2015（H27）年に全国

1.45 の合計特殊出生率を 2040（R22）年以降は 2.07 とする推計値が示されています。すな

わち、合計特殊出生率は 2040年（R22）には 1.428倍に上昇することになります。 

4）一方、町においては、すでに 2015（H27）年に 1.82の水準にあることから、国の増加率の

2分の 1程度の 1.214倍を見込むものとし、2065（R47）年に 2.21と設定し、2015（H27）年

以降、1.82から増加するものと仮定します。 

イ．純移動率 

     前記の純移動率については、大幅な転出超過となっている現状を鑑みると、移動率をゼロと

見込むのは非現実的であり、社人研が示す値と同じとします。 

 

③推計値（移住世帯の加算なし）  

ア．2045（R27）年には 9,282人、2065（R47）年には 5,113人となります。 

  【独自推計参照】 

イ．合計特殊出生率の影響は比較的小さいことが窺えます。 
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（４）移住世帯の加算の検討                    

①推計の考え方 

前記の推計値に、香美町総合戦略における「移住対策」の内容を加味し、下記前提条件による移

住世帯を見込みます。 

 【独自推計参照】 

 

②前提条件 

ア．移住世帯を、「夫婦＋子ども 2人」の原則 4人家族と想定します。（男女の比は 1：1と想定）

ただし、「夫婦が 20～24歳」の場合は、「夫婦＋子ども 1人」の 3人家族と想定します。 

イ．移住世帯の人口構成については、夫婦を 20～39 歳と想定し、その比率は 2017 年及び 2018

年の転入人口に準ずるものとします。 

区分 20～24歳 25～25歳 25歳～34歳 35～39歳 

2017年 37 53 30 29 

2018年 47 43 25 20 

平均 42.0 48.0 27.5 24.5 

比率 30% 34% 19% 17% 

移住世帯 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

ウ．子どもの年齢は、夫婦の年齢に対応して、下記の通り想定します。（男女の比は 1：1と想定） 

区 分 A夫婦 

20～24歳 

B夫婦 

25～29歳 

C夫婦 

30～34歳 

D夫婦 

35～35歳 

子どもの年齢 0～4歳 1人 2人 1人  

子どもの年齢 5～9歳   1人 1人 

子どもの年齢 10～14歳    1人 

 

エ．政策的に若い世帯の新たな移住を進めており、今回は 2021（R3）年から 2025（R7）年の 5

年間の移住分を 2025（R7）年に加算し、2026）R8）年以降も同様とします。 
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■国立社会保障・人口問題研究所、日本創成会議による人口推計 
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・シミュレーション 1：パターン 1+出生率が上昇した場合を想定 

・シミュレーション 2：シミュレーション 1+移動率がゼロとなった場合を想定 
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■町独自推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パターン 1：トレンドによる推計「社人研推計準拠」 

・町独自推計 1：合計特殊出生率が 2065年に 2.21に上昇 

・町独自推計 2：毎年 10世帯の移住を加算 

・町独自推計 3：毎年 15世帯の移住を加算 

・町独自推計 4：毎年 20世帯の移住を加算 

・町独自推計 5：毎年 30世帯の移住を加算 

・町独自推計 6：毎年 40世帯の移住を加算 

・町独自推計 7：毎年 50世帯の移住を加算 

 

  

21,439

19,696 

18,070 

9,076 

4,833

9,282 

5,113

10,271 

6,855

10,767 

7,729

11,260 

8,597

12,249 

10,338

13,238 

12,080

14,227 
13,822

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

移住なし

移住10世帯

パターン1

移住15世帯

移住20世帯

移住30世帯

移住40世帯

移住50世帯
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■国による将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

注：シミュレーションの前提条件として、合計特殊出生率については 2030（R12）年までに 2.07 まで上昇し、

以降 2.07 で一定と記されているが、国が提供したワークシートでは上記のとおり 2.100の数字を使用してい

る。 

 

■町独自推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■移住世帯の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

合計特殊出生率（ｔｆｒ） 1.724 1.706 1.714 1.717 1.718 1.726 1.726 1.726 1.726 1.726

パターン1（社人研） 18,070 16,411 14,805 13,283 11,815 10,419 9,076 7,830 6,706 5,716 4,833

合計特殊出生率（ｔｆｒ） 1.833 1.967 2.100 2.100 2.100 2.100 2.100 2.100 2.100 2.100

シミュレーション1 18,070 16,442 14,896 13,448 12,039 10,678 9,351 8,115 7,002 6,023 5,152

シミュレーション2 18,070 17,113 16,193 15,364 14,582 13,839 13,191 12,604 12,095 11,696 11,392

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0～4歳→5～9歳 5.5 5.5 8.3 8.3 11.0 11.0 16.5 16.5 22.0 22.0 27.5 27.5

5～9歳→10～14歳 2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 6.0 6.0 8.0 8.0 10.0 10.0

10～14歳→15～19歳 1.0 1.0 1.5 1.5 2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 5.0

20～24歳→25～29歳 3.0 3.0 4.5 4.5 6.0 6.0 9.0 9.0 12.0 12.0 15.0 15.0

25～29歳→30～34歳 3.0 3.0 4.5 4.5 6.0 6.0 9.0 9.0 12.0 12.0 15.0 15.0

30～34歳→35～39歳 2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 6.0 6.0 8.0 8.0 10.0 10.0

35～39歳→40～44歳 2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 6.0 6.0 8.0 8.0 10.0 10.0

合計 18.5 18.5 27.8 27.8 37.0 37.0 55.5 55.5 74.0 74.0 92.5 92.5

増加世帯40世帯 増加世帯50世帯増加世帯10世帯 増加世帯15世帯 増加世帯20世帯 増加世帯30世帯

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

合計特殊出生率（ｔｆｒ） 1.82 1.86 1.90 1.94 1.98 2.02 2.05 2.09 2.13 2.17 2.21

移住なし 18,070 16,449 14,888 13,408 11,978 10,604 9,282 8,056 6,950 5,978 5,113

移住10世帯(毎年） 18,070 16,449 15,087 13,810 12,581 11,399 10,271 9,237 8,319 7,534 6,855

移住15世帯(毎年） 18,070 16,449 15,187 14,012 12,884 11,798 10,767 9,830 9,007 8,315 7,729

移住20世帯(毎年） 18,070 16,449 15,286 14,212 13,185 12,193 11,260 10,417 9,689 9,090 8,597

移住30世帯(毎年） 18,070 16,449 15,485 14,614 13,788 12,988 12,249 11,598 11,058 10,647 10,338

移住40世帯(毎年） 18,070 16,449 15,684 15,016 14,391 13,782 13,238 12,779 12,427 12,203 12,080

移住50世帯(毎年） 18,070 16,449 15,884 15,418 14,995 14,577 14,227 13,959 13,796 13,760 13,822
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■年齢５歳階級別人口の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：数値は小数点以下を四捨五入しており、合計値と総数が一致しない場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 

2015年 2045年 2065年 2045年 2065年 2045年 2065年 2045年 2065年 2045年 2065年 2045年 2065年 2045年 2065年

総数 18,070 9,282 5,113 10,271 6,855 10,767 7,729 11,260 8,597 12,249 10,338 13,238 12,080 14,227 13,822

0～4歳 585 234 132 309 246 347 303 384 359 459 473 535 586 610 700

5～9歳 664 278 150 398 309 458 390 517 468 636 627 756 786 875 945

10～14歳 816 323 172 447 340 509 424 571 508 695 676 819 844 943 1,012

15～19歳 816 297 159 390 295 437 363 483 431 576 567 669 703 763 839

20～24歳 464 178 95 219 161 240 195 260 227 301 294 342 360 384 426

25～29歳 573 245 129 315 229 350 279 385 329 456 429 526 529 596 629

30～34歳 720 262 144 334 262 371 322 407 381 480 500 553 618 625 737

35～39歳 816 288 164 371 293 413 357 454 421 537 550 621 679 704 808

40～44歳 994 356 190 453 330 501 400 549 470 646 611 742 751 839 891

45～49歳 975 430 221 523 350 569 415 616 479 709 609 802 738 895 867

50～54歳 1,167 448 240 512 344 545 396 577 448 641 551 706 655 770 759

55～59歳 1,355 493 270 530 366 549 414 568 462 605 558 642 655 680 751

60～64歳 1,495 645 333 664 423 673 468 682 513 701 603 719 693 738 783

65～69歳 1,497 720 402 720 489 720 533 720 576 720 663 720 751 720 838

70～74歳 1,328 853 412 853 471 853 500 853 530 853 589 853 648 853 708

75～79歳 1,259 808 418 808 450 808 466 808 482 808 513 808 545 808 577

80～84歳 1,207 851 474 851 488 851 494 851 501 851 515 851 529 851 543

85～89歳 857 762 435 762 435 762 435 762 435 762 435 762 435 762 435

90歳以上 482 813 575 813 575 813 575 813 575 813 575 813 575 813 575

毎年50世帯移住移住なし 毎年10世帯移住 毎年20世帯移住 毎年30世帯移住 毎年40世帯移住毎年15世帯移住
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４．人口の将来展望 

（１）若者の将来意向                       

高校生を対象にアンケートを実施し、若者の将来展望等についての意向を把握しました。 

高校生が、香美町から外へ出る最大の理由は、「自分に向いた仕事がない」ことと考えられます

が、香美町が今以上に活性化すれば「住み続けたい」人が 2 割以上、「まだわからない」人と合わ

せると、半数近くは香美町で住み働きたいと考えており、また、外からも若い人に来て欲しいと考

えています。 

 

■アンケート概要 

⑴ 調査対象 兵庫県立香住高等学校及び県立村岡高等学校生徒（悉皆調査） 

⑵ 調査期間 平成 27 年 5 月 19 日～6 月 22 日 

⑶ 回収結果 配布数：487 人 有効回答数：482 人（有効回答率 99.0％） 

 

 

■将来、社会人になったら、あなたはどこに住んでいると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■香美町から外に出られる場合、その理由は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．住みにくい 

２．自分に向いた仕事がない 

３．日常生活に不便 

４．子どもを生み育てるのに不便 

５．まちに楽しみやにぎわいがない 

６．学びや教育を受けるのに不向き 

７．多くの人が出ていくから 

８．香美町外に住むつもりはない 

９．その他 

10．無記入 

 

数字は％ 

数字は％ 
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■将来、まちが今以上に活性化すれば、香美町で住み働きたいという気持ちはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

■香美町に住み続けたいと思えるまちとなるには、どのようなことが必要だと考えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■香美町に外から若い人が入ってくることについて、どのように考えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．若者にとって住みやすい住宅がある 

２．自分に向いた仕事がある 

３．結婚、出産、子育てが安心してできる 

４．医療、福祉などが充実している 

５．文化的な施設・催しなどが充実している 

６．買い物、レジャーなどが充実している 

７．いずれにしても香美町には住みたくない 

８．その他 

９．無記入 

 

数字は％ 

数字は％ 

数字は％ 
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（２）めざすべき将来の方向と今後の基本戦略           

人口の現状分析、将来展望に必要な調査分析の結果を踏まえ、人口減少に歯止めをかけるために

香美町がめざすべき将来の方向は以下のとおりとします。 

 

① 移住・定住に関する希望を実現する 

若い世代をはじめ、多世代が希望をもって定住でき、町外からも移住を促す上で、香美町がより

魅力あるまちとして選ばれる条件を整えることが求められます。そのためには、若い世代に向いた

住環境の整備や買物、楽しみ、健康づくりなど、香美町の自然の良さを生かしつつ、新しい要素が

加えられる必要があります。合わせて仕事や住まい、子どもの教育など総合的な情報発信や支援、

受入れ体制を通じて U・Iターンを進めることが必要です。 

 

②若い世代の結婚・子育て等に関する希望を実現する 

香美町は元来、出生率が高く子育て世代にとって比較的恵まれた条件を整えてきましたが、その

よさを今後も伸ばしていくとともに、生活環境だけではなく、安心して出産できる環境づくりや医

療の充実、そして、子育てに伴う不安や不便がないような地域社会にしていくことが求められます。 

 さらには、若い世代のために多様な雇用の場が確保されて、仕事と家庭の両立しやすい環境を整

え、香美町で結婚し、出産、子育てをする世代そのものが増えるようにすることが不可欠です。 

 

③多様な地域を形成する  

香美町には自然の豊かさや歴史・文化の豊かさといった良さとともに、良質な住宅や、米作や畜

産、松葉ガニなど水産資源に代表される根強い地域産業に支えられてきた経過があります。それら

をさらに活かしつつ、観光や６次産業化への展開を促し、経済力を高めると共に、中山間地域や集

落における小さな拠点づくり、コミュニティづくりや周辺地域との連携により、住み良さを高め、

日常的な交通や防犯、防災などを含め、安心・安全のまちをつくり、合わせて多くの人が交流し、

ライフスタイルに即した暮らしができる、時代にあった地域の創出が求められています。 
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（３）人口の将来展望                       

香美町の人口は、新たな社人研の推計（2018年 3月公表）によると、2060（R42）年には、2015

（H27）より 12,354人減少して 5,716人（改定前は 7,463人）、2065（R47）年には、13,237人減

少して 4,833人になるとされています。 

 香美町に限らず、全国的にも少子高齢化が進み、人口が減少するのはやむを得ないことです

が、このまま推移すると、2015（H27）年に 2,065人であった「0～14歳」の子どもの数は、2060

（R42）年には 390人、2065（R47）年には 324人に減ってしまうことになります。 

 2065（R47）年に合計特殊出生率が 2.21 まで上昇すると、子どもの数は 2060（R42）年には 521

人、2065（R47）年には 454人に増えますが、それでも、2015（H27）年の 2割近くに減ってしまう

ことになります。すなわち、今のように若い世代が外に出ていく、減っていくという事態を脱却し

なければ、子どもの数が減少し、さらなる人口減少に拍車がかかり、基本的な問題の解決にならな

いといえます。 

次代を担う子どもの数を維持することを基本とした場合、香美町で住み働きたいという若い世代

の希望をかなえ、若い世代の移住・定住を進めることが必要となります。そこで、毎年 10 世帯程

度の移住を実現すれば、2060（R42）年には 932人、2065（R47）年には 895人となり、今の 4割近

くの子どもの数を維持することが可能となります。 

 人口減少そのものを増加傾向にすることは困難としても、若い世代の人口減少に歯止めをかけ、

年少人口を維持し、次代を担う子どもへのふるさと教育等を推進し、地域を愛し活性化に貢献する

人材を育成することにより持続可能な自律性の高い地域をめざすべきだと考えます。 

 香美町は若い世代の移住・定住を進める施策、結婚・出産・子育ての希望をかなえる施策、そ

のために必要な若い世代の仕事と住まいの確保や、時代にあった地域づくりを進めることで、第 2

版では、2025（R7）年に 15,000人台を維持することとし、その後の人口を 2040（R22年）に

11,400人、2060（R42）年では 7,500人に食い止めることを目標とします。 

（第 1版では、2040年：13,500人、2060年：11,200人を目標値としていました。） 

 

２０６０年（Ｒ４２）における香美町の目標人口：７，５００人 

 ２０１５年 ２０２５年 ２０４０年 ２０６０年 

総人口 １８，０００人 １５，１００人 １１，４００人 ７，５００人 

合計特殊出生率 １．８２ １．９０ ２．０２ ２．１７ 

 

 これは、2060（R42）年に合計特殊出生率を 2.17に上昇させ、2021（R3）年以降、毎年 10世帯

の若い世代の移住があるような、総合的な施策を展開することによって実現が可能となるものです。 
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■人口の将来展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年少人口（0～14歳）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

実績

パターン 1

独自推計 移住10世帯

独自推計 移住10世帯（改定前）

2015年 18,070人

2040年 10,419人

2060年 5,716人

2040年 11,399人

2060年 7,534人

1970年 28,321人

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

実績

パターン 1

独自推計 移住10世帯

独自推計 移住10世帯（改定前）

1990年 4,875人

2015年 2,065人

2040年 839人
2060年 390人

2040年 1,247人 2060年 932人

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

18,070

18,070 16,411 14,805 13,283 11,815 10,419 9,076 7,830 6,706 5,716 4,833

18,070 16,449 15,087 13,810 12,581 11,399 10,271 9,237 8,319 7,534 6,855

18,252 17,180 16,148 15,201 14,316 13,540 12,811 12,161 11,625 11,215

実績

独自推計　移住10世帯（改定前）

独自推計　移住10世帯
パターン　1

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

2,065

2,065 1,734 1,467 1,212 1,002 839 698 576 474 390 324

2,065 1,772 1,639 1,512 1,359 1,247 1,153 1,065 990 932 895

2,180 2,090 2,093 2,004 1,994 2,019 2,023 1,996 1,959 1,948独自推計　移住10世帯（改定前）

実績
パターン　1
独自推計　移住10世帯
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【参考 1】地区別推計                       

2015（H27）年の地区別年齢 5歳階級別人口をもとに、全地区が同じ条件で推移するとして、2065

（R47）年までの人口を推計したものです。 

 

■香美町（全町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

75歳以上 3,316 3,693 3,805 3,792 3,857 3,882 3,797 3,594 3,233 2,945 2,595 2,288 1947

65～74歳 3,154 2,828 2,825 2,848 2,629 2,319 1,963 1,759 1,573 1,330 1,120 977 960

40～64歳 7,256 6,643 5,986 5,203 4,516 3,873 3,433 3,011 2,681 2,372 2,187 2,013 1813

15～39歳 4,650 4,037 3,389 2,833 2,446 2,224 2,030 1,789 1,629 1,525 1,428 1,322 1240

0～14歳 3,063 2,495 2,065 1,772 1,639 1,512 1,359 1,247 1,153 1,065 990 932 895

高齢化率 30.2 33.1 36.7 40.4 43.0 44.9 45.8 47.0 46.8 46.3 44.7 43.3 42.4

30.2 
33.1 

36.7 

40.4 

43.0 

44.9 
45.8 

47.0 46.8 46.3 

44.7 
43.3 

42.4

0.0 %

10.0 %

20.0 %

30.0 %

40.0 %

50.0 %

60.0 %

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
人

14.3%
12.7%

11.4% 10.8% 10.9% 10.9% 10.8% 10.9% 11.2% 11.5% 11.9% 12.4% 13.1%

21.7%

20.5%

18.8%

17.2%
16.2% 16.1%

16.1% 15.7% 15.9% 16.5% 17.2% 17.6% 18.1%

33.8%

33.7%

33.1%

31.6%

29.9%
28.0%

27.3%
26.4%

26.1% 25.7% 26.3%
26.7%

26.4%

14.7%

14.4%

15.6%

17.3%

17.4%

16.8%

15.6%

15.4%

15.3%
14.4%

13.5%
13.0%

14.0%

15.5%

18.8%

21.1%

23.1%

25.6%

28.1%

30.2%

31.5%

31.5%

31.9%

31.2%

30.4%
28.4%

21,439 

19,696 

18,070 

16,449 

15,087 

13,810 

12,581 

11,399 

10,271 

9,237 

8,319 

7,534 
6855
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1．香住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．奥佐津地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

65歳以上 268 268 260 277 282 280 259 231 202 181 160 142 127

15～64歳 549 483 420 348 290 246 221 204 185 161 142 128 118

0～14歳 126 95 77 65 62 57 52 47 43 39 38 36 35

高齢化率 28.4% 31.7% 34.3% 40.1% 44.5% 48.0% 48.7% 47.9% 47.0% 47.5% 47.2% 46.4% 45.3%

28.4%

31.7%
34.3%

40.1%

44.5%

48.0% 48.7% 47.9%
47.0% 47.5% 47.2% 46.4%

45.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

13.4% 11.2% 10.2% 9.4% 9.7% 9.7% 9.8% 9.7% 9.9% 10.3% 11.1% 11.8% 12.5%

58.2%
57.1%

55.5% 50.5% 45.7% 42.3% 41.6% 42.4% 43.1% 42.2% 41.7% 41.9% 42.2%

28.4%

31.7%
34.3%

40.1%
44.5%

48.0%
48.7% 47.9%

47.0% 47.5% 47.2% 46.4% 45.3%

943 

846 
757 

690 
634 

583 
532 

482 
429 

381 339 307 279 

人

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

65歳以上 1,869 1,952 2,104 2,176 2,211 2,199 2,074 1,994 1,844 1,676 1,477 1,312 1,192

15～64歳 4,457 4,024 3,667 3,203 2,815 2,505 2,257 1,980 1,771 1,594 1,472 1,358 1,221

0～14歳 1,182 976 883 767 711 613 551 503 465 432 403 377 357

高齢化率 24.9% 28.1% 31.6% 35.4% 38.5% 41.4% 42.5% 44.5% 45.2% 45.3% 44.1% 43.0% 43.0%

24.9%

28.1%

31.6%

35.4%

38.5%
41.4%

42.5%
44.5%

45.2%
45.3%

44.1%
43.0% 43.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

15.7% 14.0% 13.3% 12.5% 12.4% 11.5% 11.3% 11.2% 11.4% 11.7% 12.0% 12.4% 12.9%

59.4%
57.9%

55.1%
52.1%

49.1%
47.1% 46.2% 44.2% 43.4% 43.1% 43.9% 44.6% 44.1%

24.9%

28.1% 31.6%

35.4%
38.5%

41.4%

42.5%

44.5%

45.2%
45.3%

44.1%
43.0%

43.0%

7,508 

6,952 

6,654 

6,146 

5,737 

5,317 

4,882 
4,477 

4,080 

3,701 

3,352 
3,048 

2,769 

人
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3．佐津地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．柴山地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

65歳以上 284 314 315 311 299 297 283 278 247 217 180 162 140

15～64歳 583 512 460 410 353 301 266 219 202 186 179 158 145

0～14歳 168 130 94 72 73 73 65 61 56 52 47 44 43

高齢化率 27.4% 32.8% 36.2% 39.2% 41.3% 44.2% 46.1% 49.8% 48.8% 47.8% 44.4% 44.5% 42.7%

27.4%

32.8%
36.2%

39.2%
41.3%

44.2%
46.1%

49.8%
48.8%

47.8%

44.4% 44.5%
42.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

16.2% 13.6%
10.8% 9.0% 10.1% 10.9% 10.5% 10.9% 11.2% 11.3% 11.5% 12.1% 13.0%

27.4%
32.8%

36.2% 39.2% 41.3%
44.2% 46.1% 49.8% 48.8% 47.8% 44.4% 44.5% 42.7%

27.4%
32.8%

36.2%
39.2%

41.3%
44.2%

46.1%
49.8% 48.8%

47.8% 44.4% 44.5% 42.7%

1,035 

956 
869 

793 
725 

672 
614 

559 
505 

455 
406 364 328 

人

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

65歳以上 395 419 457 485 481 459 429 388 357 320 281 258 232

15～64歳 930 829 710 596 529 465 420 379 330 300 278 245 224

0～14歳 231 179 138 128 122 121 109 98 89 80 72 68 66

高齢化率 25.4% 29.4% 35.0% 40.1% 42.5% 44.0% 44.8% 44.9% 46.1% 45.7% 44.5% 45.2% 44.4%

25.4%

29.4%

35.0% 40.1%

42.5%
44.0%

44.8% 44.9%
46.1% 45.7%

44.5% 45.2% 44.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

14.8% 12.5% 10.6% 10.6% 10.7% 11.5% 11.3% 11.3% 11.4% 11.4% 11.5% 11.8% 12.6%

59.8% 58.1%
54.4%

49.3%
46.7% 44.5% 43.8%

43.8% 42.5%
42.9% 44.0% 42.9% 42.9%

25.4%
29.4%

35.0%

40.1%
42.5%

44.0%
44.8%

44.9%
46.1%

45.7%
44.5%

45.2%
44.4%

1,556 

1,427 

1,305 

1,209 
1,132 

1,045 
957 

864 

776 
699 

631 
571 

521 

人
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5．長井地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．余部地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

65歳以上 252 277 311 316 320 309 296 273 250 226 199 174 157

15～64歳 580 564 487 420 365 325 285 252 223 198 181 167 148

0～14歳 171 143 96 87 83 74 65 59 55 50 46 43 43

高齢化率 25.1% 28.2% 34.8% 38.4% 41.7% 43.6% 45.9% 46.8% 47.4% 47.7% 46.7% 45.2% 45.1%

25.1%

28.2%
34.8%

38.4%

41.7%

43.6%
45.9%

46.8% 47.4% 47.7% 46.7%
45.2%

45.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

17.0% 14.5% 10.7% 10.5% 10.8% 10.4% 10.1% 10.1% 10.4% 10.6% 10.9% 11.3% 12.3%

57.8% 57.3%
54.5%

51.1% 47.5% 45.9% 44.1% 43.1% 42.2% 41.7% 42.5% 43.5% 42.6%

25.1% 28.2%
34.8%

38.4%
41.7%

43.6%
45.9%

46.8% 47.4%
47.7%

46.7% 45.2% 45.1%

1,003 

984 

894 
823 

768 
708 

646 
584 

528 474 
426 

384 
347 

人

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

65歳以上 264 248 239 261 265 262 257 244 208 184 158 132 113

15～64歳 501 458 418 340 284 251 212 183 174 154 142 134 125

0～14歳 129 100 81 74 73 64 59 56 50 46 43 40 38

高齢化率 29.5% 30.8% 32.4% 38.7% 42.7% 45.4% 48.6% 50.6% 48.1% 47.9% 46.1% 43.2% 40.9%

29.5%
30.8%

32.4%

38.7%

42.7%

45.4%

48.6%
50.6%

48.1% 47.9%
46.1%

43.2%

40.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

14.4% 12.4% 11.0% 11.0% 11.7% 11.1% 11.2% 11.5% 11.6% 11.9% 12.5% 13.0% 13.8%

56.0%
56.8% 56.6%

50.4% 45.7% 43.6% 40.2% 37.9% 40.3% 40.2% 41.4% 43.8% 45.3%

29.5%
30.8%

32.4%
38.7%

42.7%
45.4% 48.6%

50.6% 48.1% 47.9% 46.1% 43.2% 40.9%

894 
806 

738 
674 

621 577 
528 

482 
432 

384 
342 306 277 

人
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7．村岡地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．兎塚地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

65歳以上 724 762 780 765 721 676 629 581 519 436 365 308 269

15～64歳 1,241 1,106 936 797 695 593 523 446 389 371 351 330 303

0～14歳 317 284 210 164 139 137 122 113 108 101 95 90 86

高齢化率 31.7% 35.4% 40.5% 44.3% 46.4% 48.1% 49.4% 51.0% 51.1% 48.0% 45.1% 42.3% 40.8%

31.7%

35.4%

40.5%

44.3%
46.4%

48.1%
49.4%

51.0% 51.1%

48.0%

45.1%

42.3%
40.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

13.9% 13.2%
10.9% 9.5% 9.0% 9.8% 9.6% 9.9% 10.6% 11.1% 11.7% 12.3% 13.1%

54.4%

51.4%

48.6%
46.2%

44.7%
42.2%

41.0%
39.2% 38.3%

40.9% 43.3% 45.4%
46.1%

31.7%

35.4%

40.5%

44.3%
46.4%

48.1%
49.4%

51.0%
51.1%

48.0%
45.1%

42.3%
40.8%

2,282 

2,152 

1,926 

1,726 

1,556 

1,406 

1,274 

1,140 

1,016 

908 
811 

728 
659 

人

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

65歳以上 667 633 604 595 578 537 502 452 400 342 296 248 218

15～64歳 1,004 885 756 656 551 471 415 370 333 308 284 272 253

0～14歳 241 189 170 132 120 124 111 103 95 88 81 76 74

高齢化率 34.9% 37.1% 39.5% 43.0% 46.2% 47.5% 48.8% 48.9% 48.3% 46.3% 44.7% 41.7% 40.0%

34.9%
37.1%

39.5%

43.0%

46.2%
47.5%

48.8% 48.9% 48.3%
46.3%

44.7%

41.7%
40.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
人

12.6% 11.1% 11.1% 9.5% 9.6% 10.9% 10.8% 11.1%
11.5% 11.9% 12.3% 12.8% 13.5%

52.5%

51.8%

49.4%
47.5%

44.1% 41.6%

40.3% 40.0% 40.2%
41.8% 43.0% 45.6% 46.5%

34.9%

37.1%
39.5%

43.0%

46.2%
47.5%

48.8%

48.9%
48.3%

46.3%
44.7%

41.7% 40.0%

1,912 

1,707 

1,530 

1,383 

1,249 

1,132 

1,028 

924 
828 

738 
661 

596 
545 
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9．射添地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．小代地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

65歳以上 770 716 633 603 574 530 459 406 340 290 255 230 199

15～64歳 931 807 680 560 456 385 358 317 299 273 245 221 211

0～14歳 222 149 119 112 109 104 95 89 82 74 68 66 64

高齢化率 40.0% 42.8% 44.2% 47.3% 50.4% 52.0% 50.3% 50.0% 47.2% 45.5% 44.8% 44.5% 42.0%

40.0%

42.8%
44.2%

47.3%

50.4%
52.0%

50.3% 50.0%

47.2%
45.5% 44.8% 44.5%

42.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

11.5%
8.9% 8.3% 8.8% 9.5% 10.3% 10.4% 11.0% 11.4% 11.6% 12.0% 12.7% 13.6%

48.4%
48.3%

47.5%
43.9%

40.0% 37.8% 39.3%
39.0% 41.5% 42.8% 43.2% 42.8% 44.4%

40.0%

42.8%

44.2%

47.3%

50.4%

52.0%
50.3%

50.0% 47.2%
45.5% 44.8%

44.5%
42.0%

1,923 

1,672 

1,432 

1,276 

1,138 

1,019 
911 

812 
720 

637 
569 

517 
474 

人

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

65歳以上 977 932 927 852 754 653 572 505 440 403 344 299 261

15～64歳 1,130 1,012 841 705 625 554 506 450 406 353 340 321 304

0～14歳 276 250 197 171 146 145 130 119 111 104 97 92 90

高齢化率 41.0% 42.5% 47.2% 49.3% 49.5% 48.3% 47.4% 47.0% 46.0% 46.9% 44.0% 42.0% 39.9%

41.0%
42.5%

47.2%

49.3% 49.5%
48.3% 47.4% 47.0%

46.0% 46.9%

44.0%
42.0%

39.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

11.6% 11.4% 10.0% 9.9% 9.6% 10.8% 10.8% 11.1% 11.5% 12.1% 12.5% 13.0% 13.7%

47.4%
46.1%

42.8%
40.8%

41.0% 41.0% 41.9% 41.9%
42.4% 41.0% 43.5% 45.1%

46.4%

41.0%
42.5%

47.2%

49.3%

49.5%

48.3%

47.4%

47.0%
46.0%

46.9% 44.0%
42.0% 39.9%

2,383 

2,194 

1,965 

1,728 

1,526 

1,352 

1,208 

1,074 

957 

860 
782 

713 
655 

人
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【参考 2】人口ピラミッド（2005 年、2025 年、2045 年）      

■2005 年人口ピラミッド（21,439 人（国勢調査（2015.10））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■2025 年人口ピラミッド（14,805 人（社人研予測（2018.3））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■2045 年人口ピラミッド（9,076 人（社人研予測（2018.3））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

417
547

636
519

346
442

537
521

604
715

829
782

661
672

759
616

358
142
75

380 
494 
589 

522 
303 

424 
512 
524 
607 
704 
719 
822 
813 
822 
901 
860 

650 
383 

232 

0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳

90歳～

2005年 男 2005年 女

201
258

319
287
189

283
280
283

388
411

479
473

567
639

697
592

379
270
201

192 
232 
265 
236 

144 
194 
212 
247 
305 
361 
451 
479 
583 
637 
656 
712 

652 
526 
525 

0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳

90歳～

2025年 男 2025年 女

97
123
147
149
91

135
165
171
223
270
260
272

364
382
437
379
362
305
240

92 
110 
131 
113 
69 
92 
96 
117 
133 
160 
188 
221 
281 
338 
416 
429 
489 
457 

572 

0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳

90歳～

2045年 男 2045年 女
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